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文学に描かれた近代思想の種々相

　文学は人間を描く。人間は現実の中に生きている。文学に描かれた人間は現実を背負っている。現実は無数の
種々相の集合体である。その中には、思想・無思想も含まれる。本講義は文学に描かれた近代思想の生々しい実
態を探り出すことを目的とする。出来る限り作品そのものにふれることを旨としたい。

１．近代日本思想の序－近代とは・思想とは・資料と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しての小説
２．　　　　　　　　　近代日本思想の概略
３．個人主義の希求　　苦悩する自我『浮雲』①
４．　　　　　　　　　　　　　　　『浮雲』②
５．　　　　　　　　　　　　　　　『舞姫』①
６．　　　　　　　　　　　　　　　『舞姫』②
７．　　　　　　　　　抑圧される個我－『不如帰』

８．近代の成立？　金の世の中－『金色夜叉』
９．　　　　　　　社会意識の芽生え－『火の柱』
１０．　　　　　　遠い個人主義への道－『それから』
１１．世紀末意識　性格破産者の出現－『神経病時代』
１２．　　　　　　ドッペルゲンガーの文学
１３．　　　　　　享楽と倒錯－『魔術師』
１４．　　　　　　幻想と憂鬱－『西班牙犬の家』
１５．総括　　　　近代と近代的自我

参考資料としてコピーを配付する。

期末にテストを行う。

ノートをとること。
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